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1．緒言 
スポーツ用品小売業は，商品が多いため，

アルバイト１人あたりの裁量が増え，仕事

の効率化と能力の向上が求められ，また人

員も必然的に必要となる．今回研究調査に

協力していただける H 社においてもアル

バイトの数は年々増え続け，今や社員の数

を上回っている．（2012 年 3 月現在） 
そこで本研究では，小売店における正社

員と非正規の職務満足に有意差がみられる

か．また，非正規の基幹化について明らか

にしていく． 
2．研究方法 
【調査場所】滋賀県にあるスポーツ用品店 
【調査対象】各店舗従業員 
【調査期間】10 月から 11 月 
【調査方法】アンケート・インタビュー 
【調査項目】 
アンケート調査（7 領域 92 項目） 
インタビュー調査（10 項目） 
【分析方法】 
 SPSS を用いた単純集計とｔ検定 
3．結果  
 アンケート調査にて満足要因 23 項目中

19 項目で有意差が見られなかったことか

ら，社員と非正規雇用従業員とでは，職務

満足に有意差はないと考えられる． 
 インタビュー調査では非正規雇用の基幹

化には「教育」が不可欠であり，非正規雇

用が求めているものでもある．また，非正

規雇用の基幹化が正社員の職務満足に影響

していることも明らかとなった． 
 また，ストレス要因においては正社員の

方が有意に示される結果が出でおり，スト

レスを感じやすいといえ，ストレスが職務

満足の低下の要因の１つと考えられる． 
4．まとめ 
 インタビュー調査で正社員から非正規雇

用に対して「意識の低さ」や「積極性」を

指摘していたことから，非正規の業務に対

する姿勢を改善する施策を提案した．それ

と同時に，下記の理想の店舗運営（職務満

足向上）プロセスを考案した． 
 今後の展望としては，従業員の職務満足

には深層心理が大きく関わっていると考え

られる．そのため心理学の面からも職務満

足の向上を図る必要がある． 
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図 1 理想の店舗運営プロセス 
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